
【参考】
指針の取り組み状況

および

指針のポイント



1１．充填所等の容器流出対策のこれまでの取り組み

１．容器流出対策の取り組み状況

西日本豪雨における3,000本を超える充填所等からの容器流出を受けて、充填所等の
容器置場に対する容器流出対策の業界指針を改定（平成３０年１０月２４日）。

全国の会員事業者に対し、指針の内容等の会員通知、広報誌、業界紙等を通じて周知
活動を実施（２０１８年１１月８日以降）。
自ら及び都道府県協会の協力を得て、流出防止を要請する講習会を１０箇所で開催。

２０１９年３月より、全国の充填事業所等に対して上記指針の認識状況および対策実施
の取り組み状況の調査を開始。

２０１９年８月に調査結果の取りまとめが完了。未報告の事業所および対策未実施事業
所（以下「対象事業所」という）へのフォローを８月３０日に再度、都道府県協会に対
して要請。

しかしながら、対策実施の徹底が不十分なまま、
台風１９号において、同様の事案が発生してしまった
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① 業界流出防止指針の認識状況を調査

② 充填所等のリスク区分の状況を調査（高・中・低）

③ 高リスクの容器置場は、指針に定める流出防止対策を実施状況および予定を
調査。

充填所の

容器置場

（約２，０００箇所）

高リスク

中リスク

低リスク

対策実施状況を
フォローアップ

５．フォローアップ調査の概要

敷地外への流出
リスク無し
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② リスク区分の調査

360件
20%

199件
11%

1224
件
69%

回答件数
1,783件

敷地外流出リスク無し

③対策未実施の高リスク充填所等の対応予定

金網等で

対策

10件
5%

網ネット

等で対策

109件
55%

その他の

対策実施

14件
7%

廃止予定

8件
4%

高リスク

充填所等
199件

3６．フォローアップ調査の結果（2019年6月30日現在）

ココの１箇所の事業者が
台風１９号で容器流出

① 周知活動の効果を検証するために指針の内容理解状況調査を実施した結果、ほぼ認識
済みであった。

高リスク
対策実施済み

高リスク
（対策準備中）

対策を検討中
（一部暫定的な
対策は実施）

58件
29％
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倉敷市真備町におけるハザードマップと浸水区域

倉敷市のハザードマップ
（真備町周辺）

平成３０年７月豪雨災害で浸水した地域
（真備町）

国土地理院ＨＰ

２．流出防止指針のポイント①



5

ハザードマップを確認し、自らの事業所のリスク区分を把握

【高リスク】
ハザードマップの浸水想定高さの
最大値が敷地の外壁を超える

【中リスク】
ハザードマップの浸水想定高さの
最大値が敷地の外壁を超えない

【低リスク】
ハザードマップ上、浸水が想定されない。
または、プラットフォームが金網や
シャッターで覆われ、流出しない構造。

２．流出防止指針のポイント②
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• 高リスク等の容器置場に関する流出防止措置の対応を時系列に明確化

 高リスク容器置場の実施事項
容器置場周囲について浸水に耐えうる強度の壁構造、又はシャッター構造又は金網構造等への設置。
容器置場周囲に不燃性の網ネットを簾のよう巻き付け、非常時に簾を下してポール等に縛るなども有効な対策
上記が困難な場合は、網ネットをフック等に固定することで容器の浮上を防止する。

 高リスク対策の実施例

平時

•上記実施を可能とする準備（資機材購入など）

発災予測可能時

•上記措置の実施

緊急時

•措置の最終確認後、避難

３．流出防止指針のポイント③

置場の周囲を鉄パイプで囲った例 困難な場合、容器全体を網ネット等で容器を囲った例


